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ヒト血漿ラジカル反応におけるアポリポタンパク質B(ＡｐＯＢ)の高反応性

田中恭子、○小城勝相(奈良女子大・生環)

　【目的】最近、我々はタンパク質のラジカル反応による分解を免疫学的に測定する方法

を確立した(１)。この方法を用いて、LDLのapoBがラジカル反応で断片化すること、

断片化タンパクは正常血清中に存在し、加齢と共に増加することを報告した(２)。本

研究ではヒト血漿のラジカル反応におけるタンパク質のラジカル反応の速度を比較した。

　【方法】ヒト血漿に、銅イオンのみ、銅イオン十過酸化水素、ＡＡＰＨの３種類の開始剤

を添加し37°Cで反応した。　２時間毎にapoB、アルブミン(ＨＳＡ)、トランスフェリン

　CTF)を測定し、減少率を比較した。同時にa －トコフェロール(E)の変化を測定した。

　【結果】３種類の開始剤全てについて、添加後、時間と共にＥが減少し、ほぼ同程度の

速度でapoBも分解したが、HSA、TFは全く分解しなかった。これは、ラジカル反応性

の高い脂質に連鎖反応が起き、脂質を多く含むapoBが選択的に攻撃されて分解したも

のと考えられる。この結果はapoBのラジカル反応性が異常に高く、断片化蛋白が正常

血清中に存在すること(２)から、この断片化が動脈硬化の指標になる可能性がある。
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lHp-2　　　マイタケ由来糖脂質の構造と免疫薬理活性について

　　　　　　○宮崎由子・坂原洋子・中川さとみ

　　　　　　　(武庫川女大・食物栄養)

　(目的)マイタケ由来糖脂質に着目して構造解析し、その糖脂質についてヒト白血

球に対する貪食活性・食胞融合能及び活性酸素の産生量を調べて、免疫力を高める

かどうか検討した。(方法)マイタケ(Grifora frondosa:新潟産)を用い、Folch法に

て脂質を抽出し、二次元薄層クロマトグラフィーにより分画後、糖脂質を単離精製

した。構造解析はIR, FAB/MS, NMR分析を行なった。この糖脂質についてヒト好

中球及び単球に対する貪食活性について調べた。食胞融合能の測定は、好中球のラ

イソソームにアクリジンオレンジをラペルし、蛍光顕微鏡にて測定した。さらに、

殺菌が進むとスーパーオキサイドアニオン(02‘)が産生されるのでチトクロームＣ

法を用いて検討した。(結果)3種類の糖脂質(MGL-1,2,3)を見出し、MGL-2にお

いてヒト好中球・単球の貪食活性及び食胞融合能に対して顕著な促進活性を示した

が、o,'産生の変化は認められなかった。又、細菌毒素であるリポポリサッカライド

(ＬＰＳ)の刺激に対するMGL-2の影響を検討した結果、MGL-2はＬＰＳによる貪食活

性の阻害を軽減し、ＬＰＳの毒性作用を除去した。また、MGL-2の構造は糖鎖部分

はグルクロン酸であり、ステロール核に脂肪酸が含有するものと推定している。糖

脂質MGL-2は免疫力を高め薬理的に利用できるものであることが示唆された。
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